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こ
ち
ら
が
、
昭
和
39
年
４
月
25
日
に
発
行
さ
れ
た
、
広
報
て
ん
か
わ
の
記
念
す
べ

き
第
１
号
に
な
り
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
表
紙
の
画
像
の
み
の
入
手
に
な
っ
て
し
ま

い
、
中
身
の
記
事
に
つ
い
て
は
お
伝
え
で
き
な
い
の
で
す
が
、
表
紙
の
文
章
に
当
時

の
福
本
村
長
に
よ
る
広
報
誌
発
行
の
意
義
と
意
気
込
み
が
載
っ
て
い
ま
す
。
野
良
仕

事
や
山
仕
事
の
合
間
に
で
も
読
ん
で
も
ら
い
、
地
方
自
治
と
い
う
も
の
を
村
民
の
皆

様
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、

村
の
情
報
を
隅
々
ま
で
行
き
渡
ら
せ
、
建
設
的
な
意
見
や
批
判
を
い
た
だ
き
、
そ
れ

を
村
政
へ
と
反
映
さ
せ
、
明
る
く
住
み
よ
い
村
作
り
を
進
め
る
た
め
、
広
報
誌
を
発

行
す
る
と
、
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
そ
の
隣
に
は
昭
和
39
年
度
の
予
算
が
載
っ
て
お
り
、
少
な
い
ペ
ー
ジ
の

中
で
も
載
せ
、
ト
ッ
プ
に
お
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
村
政
の
内
容
と
し
て
も
予
算
が

昔
も
今
も
伝
え
る
べ
き
大
切
な
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
こ
ち
ら
は
、
昭
和
53
年
２
月
20
日
発
行
の
第
１
０
０
号
に
な
り
ま
す
。
表
紙
の
写

真
は
弥
山
の
避
難
小
屋
の
完
成
当
時
の
写
真
で
、
カ
ラ
ー
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
前
後
の
号
の
表
紙
は
モ
ノ
ク
ロ
な
の
で
、
第
１
０
０
号
と
い
う
こ
と
で
特
別
に

カ
ラ
ー
表
紙
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
画
像
で
は
判
別
で
き
ま
せ
ん
が
、

第
１
号
時
点
の
デ
ザ
イ
ン
で
は
新
聞
の
よ
う
な
紙
質
だ
っ
た
も
の
が
、
光
沢
の
あ
る

つ
る
つ
る
と
し
た
紙
質
へ
と
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
サ
イ
ズ
は
Ｂ
５
か
ら
一
回
り
大
き

い
程
度
の
サ
イ
ズ
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
よ
り
も
小
さ
め
で
す
。
中
の
記
事
に
は
12

月
補
正
に
よ
っ
て
歳
入
歳
出
の
総
額
が
10
億
を
超
え
る
大
型
予
算
に
な
っ
た
と
い
う

定
例
議
会
の
報
告
が
載
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
昭
和
52
年
度
に
行
わ
れ
た
村
立

体
育
館
や
幼
稚
園
の
新
築
と
い
っ
た
事
業
の
報
告
や
、
昭
和
53
年
度
に
行
わ
れ
る
天

小
プ
ー
ル
の
建
設
や
無
線
の
設
置
と
い
っ
た
事
業
、
笠
木
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
が
着
手

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
よ
う
な
、
村
政
の
情
報
が
載
っ
て
い
ま
す
。
体
育
館

や
幼
稚
園
、
無
線
と
い
っ
た
今
に
も
続
く
施
策
の
歴
史
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

行
政
に
つ
い
て
の
内
容
の
他
に
も
消
防
団
の
出
初
め
式
や
、
当
時
は
１
月
に
行
わ
れ

て
い
た
成
人
式
、
県
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
た
こ
揚
げ
大
会
、
出
生
や
婚
姻
の
報
告
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
成
人
式
は
63
名
の
新
成
人
が
生
ま
れ
て
お
り
、
当
時
の
人

口
が
３
，７
５
２
名
と
現
在
の
人
口
か
ら
み
る
と
２
倍
以
上
で
あ
り
ま
す
が
、
新
成
人

の
数
と
し
て
み
る
と
先
月
の
今
年
度
の
成
人
の
４
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

広報てんかわの歩み

第１号
昭和39年（1964年）

第100号
昭和53年（1978年）



3

　天川村の行政と村民をつなぐ「広報てんかわ」は昭和39年
４月の第１号の発行より数えて、今回で節目となる500号を
迎えました。そこで今回は、今までの「広報てんかわ」の
歩みを皆様にお伝えしたいと思います。

　
こ
ち
ら
は
、
平
成
５
年
９
月
30
日
発
行
の
第
２
０
０
号
で
す
。
こ
ち
ら
も
カ
ラ
ー
表
紙

で
す
が
、
第
１
０
０
号
同
様
前
後
の
号
の
表
紙
は
モ
ノ
ク
ロ
写
真
で
す
の
で
、
特
別
な
表

紙
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
第
１
０
０
号
か
ら
第
２
０
０
号
の
間
の
変
化
と
し
て
、
そ

れ
ま
で
は
黒
１
色
で
の
印
刷
で
し
た
が
、
表
紙
の
村
章
や
て
ん
か
わ
の
文
字
が
緑
に
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
黒
と
緑
の
２
色
刷
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
白
黒
２
色

の
頃
の
広
報
と
比
べ
る
と
、
紙
面
に
色
が
加
わ
る
こ
と
で
緑
を
背
景
色
に
文
字
が
黒
、
と

い
っ
た
よ
う
な
見
出
し
も
生
ま
れ
メ
リ
ハ
リ
が
出
て
い
ま
す
。
中
身
の
記
事
と
し
て
、
こ

の
号
で
は
表
紙
に
も
使
わ
れ
て
い
る
成
人
式
が
ト
ッ
プ
記
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。
第

１
０
０
号
の
際
の
61
名
と
比
べ
る
と
、
半
分
ほ
ど
に
な
る
31
名
の
該
当
者
で
、
15
年
の
間

に
、
子
ど
も
の
数
が
大
き
く
減
少
し
た
事
が
分
か
り
ま
す
。
人
口
も
２
，５
８
１
人
と

１
，０
０
０
人
ほ
ど
減
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
記
事
と
し
て
は
、
敬
老
の
日
が
あ
る

９
月
と
い
う
こ
と
で
、
米
寿
の
お
祝
い
、
長
寿
の
方
の
紹
介
の
記
事
や
行
政
相
談
に
つ
い

て
の
記
事
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
裏
表
紙
に
は
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
と
い

う
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
そ
ち
ら
で
は
セ
ン
タ
ー
企
画
の
弥
山
登
山
の
様
子
と
、
翌
月
以
降

の
セ
ン
タ
ー
で
の
行
事
予
定
の
紹
介
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
ち
ら
は
平
成
14
年
１
月
31
日
発
行
の
第
３
０
０
号
に
な
り
ま
す
。
表
紙
は
幼
稚
園
で

の
た
の
し
そ
う
な
お
餅
つ
き
の
様
子
で
す
。
こ
の
頃
も
カ
ラ
ー
で
の
表
紙
は
ま
だ
珍
し

く
、
平
成
13
年
度
の
う
ち
で
も
、
１
月
号
と
成
人
式
の
載
っ
て
い
た
８
月
号
の
み
で
し

た
。
ち
な
み
に
こ
の
年
の
成
人
式
は
31
名
と
第
２
０
０
号
時
点
と
同
数
で
、
人
口
も
８
月

時
点
で
２
，２
７
１
名
と
微
減
と
い
っ
た
状
態
で
す
。
第
２
０
０
号
か
ら
の
変
化
は
紙
面

が
大
き
く
な
り
、
現
在
の
広
報
て
ん
か
わ
同
様
の
Ａ
４
よ
り
や
や
大
き
い
サ
イ
ズ
に
な
り

ま
し
た
。
文
字
の
サ
イ
ズ
も
基
本
が
若
干
大
き
く
な
り
、
読
み
や
す
く
な
っ
た
と
言
え
ま

す
。
中
身
の
記
事
と
し
て
は
、
平
成
13
年
度
の
第
４
回
定
例
議
会
の
記
事
が
載
っ
て
い
ま

し
た
。
第
１
０
０
号
の
頃
に
は
10
億
超
え
で
大
型
予
算
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
頃

に
は
26
億
円
を
超
え
る
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
し
た
、
ま
た
、
新
議
長
副
議
長
の
選
任

と
挨
拶
も
の
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
他
に
当
時
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
方
に
よ
る
コ
ラ
ム
記
事
、
平

成
15
年
４
月
か
ら
始
ま
る
完
全
学
校
週
五
日
制
に
関
す
る
記
事
が
あ
り
ま
し
た
。
第

２
０
０
号
か
ら
の
間
で
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生
が
村
に
来
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
村
の
変
化
が
見

え
て
き
ま
す
。
裏
表
紙
に
は
天
の
川
俳
句
会
と
い
う
村
民
の
方
の
俳
句
が
載
っ
て
お
り
、

村
か
ら
の
情
報
伝
達
の
手
段
だ
け
で
な
く
村
民
の
方
々
の
参
加
と
い
う
広
報
へ
と
変
化
し

て
き
て
い
ま
す
。

500号

第200号
平成５年（1993年）

第300号
平成14年（2002年）
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広　報

  
◆　
結
び
に　
◆

　
今
回
、
「
広
報
て
ん
か
わ
」
第
５
０
０
号
と
い
う
こ

と
で
、
過
去
の
広
報
誌
の
表
紙
、
及
び
簡
単
な
内
容
を

掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
広
報
誌
と
し
て
よ
り
情
報

が
載
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
文
字
が
読
み
や
す
い
よ
う
に

と
大
型
化
す
る
、
カ
ラ
ー
化
す
る
等
「
広
報
て
ん
か

わ
」
も
時
代
に
合
わ
せ
て
進
化
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
当
初
に
存
在
し
た
村
民
の
方
々
に
読

ん
で
も
ら
い
た
い
、
そ
し
て
村
の
こ
と
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
い
た
い
、
そ
う
し
て
村
の
行
う
こ
と
を
見
て
意

見
を
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
よ
り
よ
い
村
づ
く
り
へ
と
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
無
線
放
送
や
自
治
体
放
送
と
い
っ
た
形
で
、
村
民
の

皆
様
へ
と
情
報
を
伝
達
す
る
手
段
は
か
つ
て
よ
り
増
え

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
広
報
誌
に
は
手
元
に
残
り
、
い

つ
で
も
見
返
す
こ
と
が
出
来
る
、
他
に
な
い
利
点
が
あ

り
ま
す
。

　
村
か
ら
皆
さ
ん
へ
行
政
の
内
容
を
は
じ
め
、
診
療
所

の
日
程
や
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
お

伝
え
す
る
手
段
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
「
広
報
て
ん
か
わ
」

を
天
川
村
は
作
り
続
け
て
い
き
ま
す
。
そ
の
中
で
、
皆

様
に
も
様
々
な
形
で
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
も
、
皆
様
と
一
緒
に
天
川
村

を
よ
り
よ
く
し
て
い
く
た
め
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て

村
政
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
「
広
報
て
ん
か
わ
」
を
よ

り
よ
く
し
て
い
く
た
め
、
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
今

後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

第400号
平成22年（2010年）

　
こ
ち
ら
は
平
成
22
年
５
月
31
日
発
行
の
第
４
０
０
号
で
す
。
こ
の
頃
に
は
毎
月
の

表
紙
、
裏
表
紙
の
カ
ラ
ー
が
標
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。
第
３
０
０
号
か
ら
の
変
化
と

し
て
は
、
内
部
の
記
事
が
黒
と
緑
の
２
色
刷
り
か
ら
、
黒
と
青
の
２
色
刷
り
へ
と
成

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
文
中
に
横
向
き
の
見
出
し
が
増
え
、
中
央
部
分
に
診
療
所
と

ゴ
ミ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
、
最
後
周
辺
に
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
欄
、
裏
表
紙
の
幼
稚
園

だ
よ
り
が
載
っ
て
い
る
等
、
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
が
少
な
い
以
外
は
現
在
の
広
報
て
ん
か

わ
と
ほ
ぼ
同
じ
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。
中
身
の
記
事
は
表
紙
に
も
あ
る
名
水
ま
つ

り
や
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ほ
の
ぼ
の
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
自
然
観
察
会
、
天
川
村
教

育
委
員
会
の
学
校
に
関
す
る
コ
ラ
ム
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
天
川
賛
歌
と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
村
外
も
含
め
た
様
々
な
分
野
の
方
か
ら
「
天
川
村
の
特
異
性
・
貴
重

さ
・
応
援
」
と
い
っ
た
形
で
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
く
と
い
う
企
画
が
連
載
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
と
き
に
は
ム
カ
シ
ト
ン
ボ
に
絡
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
載
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
他
に
も
紙
面
の
中
で
各
種
行
事
の
報
告
や
、
お
知
ら
せ
な
ど
が
増
え
て
い

ま
す
。



5

　天川村では、次のとおり職員を募集します。（平成31年４月１日採用予定

※地方公務員法第16条に該当する人は受験できません。
・成年被後見人又は被保佐人（準禁治産者を含む）
・�禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者
・天川村職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者
・�日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を
結成し、又はこれに加入した者
※日本国籍を有しない人については、在留活動に制限のない在留の資格を有する人に限ります。

★ 受験申込先・受付期間
（１）申込先　　〒６３８－０３９２　奈良県吉野郡天川村大字沢谷60番地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　天川村役場総務課人事係
（２）期　間　　平成30年９月25日(火)～10月16日(火)　８：３０～１７：００
　　　　　　　　（ただし、土・日曜日、祝祭日は除く、郵送の場合10月16日必着）

★ 受験手続
（１）試験申込書は、天川村役場総務課人事係で配布します。
　　※　�郵便による場合は、「採用試験申込用紙請求」と朱書した封筒に、宛先明記の返信用

封筒（92円切手を貼ったもの）を同封のうえ、天川村役場総務課人事係（〒６３８－
０３９２　奈良県吉野郡天川村大字沢谷60番地）へ請求してください。

（２）受験申込の方法
　　　�　受験希望者は、所定の志願書及び試験申込書に必要事項を記入し、天川村役場総務課

人事係に提出してください。
　※　�郵便による場合は、封筒の表に必ず「職員採用受験」と朱書し、簡易書留で郵送してく

ださい。
　※　インターネット・メールによる受験申込はできません。

★ 試験日時・場所
（１）日　　時　第１次試験　教養・作文試験　平成30年10月28日（日）
　　　受付時間　午前８時20分から　試験開始　午前９時
　　　　　　　　第２次試験　口述試験　　　未定　※後日、受験票と共に通知

（２）場　　所　天川村大字沢谷60番地　天川村山村開発センター

★ お問合わせ　　天川村役場総務課人事係　☎：０７４７－６３－０３２１

職　種 採用予定人数 受　験　資　格
一般事務職 若干名 昭和53年４月２日から平成13年４月１日までに生まれた人

天川村職員採用試験案内
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職員の公金横領事件に対する報告とお詫び
　この度、本村職員によるゴミ袋販売代金等の横領事件が発生し、村民の皆様の信頼を著しく失墜さ
せましたことは、村行政の最高責任者として誠に遺憾であり心よりお詫び申し上げます。
　村として、事件発覚から今日まで、迅速対応を第一に被害の特定、全容解明に向け鋭意取り組んで
参りました。
　事件の経緯を申し上げますと、本年５月２９日に村内ゴミ袋販売店から指摘を受け、領収書と収入
済額との突合を行ったところ相当額の入金不足を確認し、担当の主事補Ａに確認したところ犯行を認
め、事件が発覚いたしました。
　早々、住民課内で調査を開始するとともに、本村条例に基づく職員の分限懲戒審査委員会を設置、
更に、住民課の被害額調査の効率化を図るため住民課ＯＢを中心とした被害究明委員会を組織し、一
連の事件に対する全容を調査いたしました。調査の結果、ゴミ袋販売代金など
合計６，７８６，７３７円もの多大な被害が判明いたしました。当事者Ａは、平成３０年６月２８日
に懲戒免職としましたが、今後は警察による本格的な事情聴取等が行われ司法判決が下されると思い
ます。
　なお、横領金の弁済については、父親を交え協議を行い現時点で２，３５１，０００円を弁済させ
ております。残金については、年内完済を誓約させております。

◎事件の経緯

　１．５／31（木）　本人に確認、自認する。
　２．５／31（木）　吉野署へ通報。吉野署警部補来庁事情聴取。
　３．５／31（木）　主事補Ａ父親へ通告する。
　４．６／４（月）　課内で被害額調査開始。
　５．６／４（月）　職員分限懲戒委員会を設置、委員８名。
　６．６／８（金）　～７／３１（火） 懲戒審査委員会６回開催。
　７．６／８（金）　吉野署へ現時点判明の被害額を報告。
　８．６／11（月）　６月議会にて村長が報告とお詫び。
　９．６／11（月）　被害究明委員会設置。
　10．６／13（水）　～９／７（金） Ａ親子と協議、５回実施。事情聴取被害額確認、
　　　　　　　　　　弁済についての協議し誓約させる。
　11．６／22（金）　被害究明員会より被害額調査報告。
　12．６／28（木）　主事補Ａ懲戒免職。 
　13．８／６（月）　関係職員の懲戒処分。
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　また、私を含め関係職員等の処分については以下のとおりといたしました。
◎村長は、村行政の最高責任者として、平成３０年１０月１日付け
　減給１０／１００を３ヵ月間といたしました。
◎住民課長は、課内監督責任不足として平成３０年８月６日付け
　減給１０／１００を３ヵ月間といたしました。
◎前住民課長補佐は、課内監督責任不足として平成３０年８月６日付け
　減給１０／１００を２ヵ月間といたしました。
◎現住民課長補佐は、課内監督責任不足として平成３０年８月６日付け
　減給１０／１００を１ヵ月間といたしました。
◎参事（会計管理者）は、全体の管理責任不足として平成３０年８月６日付け
　訓告といたしました。

　この度の事件の背景といたしましては、事務事業遂行における担当者間の意思疎通不足、協調連携
体制の希薄化など、住民課の業務内容も手伝って縦割り個別化された業務が常態化された環境であっ
たこと、加えて職員の公僕意識、法令厳守意識の欠如などが、このような不祥事を起こさせる原因と
なりました。主事補Ａの行為は、村民の皆様の利益を守らなければならない公務員としての本分を甚
だしく違背した非行でありますが、なぜ、この様な事件を引き起こすことになったのか、村行政の物
的な仕組みや人的なかかわりなど改善すべき点はないのかなど検証し、今後の再発防止に向けた公金
管理体制の整備に向け、事務事業システムの改良や業務を実施していく職員の資質向上を図るなど、
各改善策に職員一丸となって全力で取り組み、皆様の信頼回復に努めて参りたいと存じます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成３０年１０月１日
天川村長　　車　谷　重　高
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　自分が所有している山林でも、伐採する場合は、事前に「伐採及び伐採後の造林の届出
書」を役場に提出する必要があります。

　売買・相続・贈与等で、新たに森林の土地の所有者となった場合、「森林の土地の所有
者届出書」を役場に提出する必要があります。

　山林の所有者が変更となるとき、または伐採をするときには、所定の様式により届出を
行ってください。
　「伐採及び伐採後の造林の届出書」と「森林の土地の所有者届出書」については役場森
林政策課にてお渡しいたします。

　お問合わせ先�：�森林政策課　☎６３－０３２１（内線１３０，１３１）

対　　象　　者 売買や相続、贈与、法人の合併などにより、林地を新たに取得し
た方（個人や法人は関係ありません）

届　出　時　期 所有者となった日から90日以内

提　出　書　類

①森林の土地の所有者届出書
②�取得したことが分かる書類（登記事項証明書(写し可)または土地
の売買契約書　など）

③土地の位置を示す図面

対　　象　　者 森林所有者

対象となる森林 地域森林計画の対象となっている民有林で、保安林、保安施設地
区を除いたもの

届　出　時　期
伐採を始める日の90日から30日前までの間です。
ただし、森林経営計画に基づいた伐採の場合には、事後の届出と
なります。

提　出　書　類 ①伐採及び伐採後の造林の届出書
②伐採の位置を示す図面

伐採及び伐採後の造林の届出制度

森林の土地の所有者届出制度

森林の所有・伐採には届出が必要です。
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　高野天川線整備促進協議会では、村民の生活道及び観光客の通行道である、主要地方道
高野天川線の未改良区間の拡幅や、危険箇所の解消に向けて検討し、関係機関への要望活
動等を実施しています。
　本年の総会は、８月６日に天川村役場で開
催され、役員改正では、満場一致で引き続き
会長に車谷天川村長が就任しました。
　会長より「皆様の声にお応え出来る様、こ
の２年間も引き続き会長として協議会を盛り
上げ、要望活動等していきたいと思いま
す。」と述べられました。本会では昨年の事
業報告やこれからの事業計画、各土木事務所
より道路の現状の話など、これからの要望活
動に向けて話し合いました。

主要地方道　高野天川線整備促進協議会　総会

選挙人名簿　９月定時登録（平成30年９月３日）

　平成30年９月３日山村開発センター会議室において選挙管理委員会が開催され、選挙人名簿の
定時登録が行われました。
　今回の定時登録による選挙人名簿者数は次の表のとおりです。

男 女 合計

30.６.１ の選挙人名簿登録者数（定時登録） 605 696 1,301

名簿抹消者数 14 7 21

名簿登録者数 10 5 15

30.９.１ の選挙人名簿登録者数 601 694 1,295

選 挙 人 名 簿 の 登 録 に つ い て
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　国民年金保険料は所得税法及び地方税法上、健康保険や厚生年金などの社会保険料を納
めた場合と同様に、社会保険料控除としてその年の課税所得から控除され税額が軽減され
ます。
　控除の対象となるのは、平成30年１月から12月までに納められた保険料の全額です。
過去の年度分や追納された保険料も含まれます。
　また、ご自身の保険料だけではなくご家族（配偶者やお子様等）の負担すべき国民年金
保険料を支払っている場合、その保険料も合わせて控除が受けられます。
　なお、平成30年中に納付した国民年金保険料について、社会保険料控除を受けるため
には、年末調整や確定申告を行うときに、領収証書など保険料を支払ったことを証明する
書類の添付が必要となります。
　このため、平成30年１月１日から９月30日までの間に国民年金保険料を納付された人
には、11月上旬に日本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送
付されますので、申告書の提出の際には必ず、この証明書または領収証書を添付してくだ
さい。（平成30年10月１日から12月31日までの間に、今年はじめて国民年金保険料を
納められた人には、翌年の２月上旬に送付されます。）
　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろん不慮の事故など万一のときにも心強い
味方となる制度です。保険料は、納め忘れのないようキチンと納めましょう。

　日本年金機構の大和高田年金事務所では、年金相談や年金請求手続きについて、「事前
予約」を承っています。お待たせ時間の少ない「予約相談」を是非ご利用ください。

◆�予約相談希望日の１か月前から前日まで受付しています。
◆��お申し込みの際は、基礎年金番号のわかるもの（年金手帳や年金証書等）をご準備く
ださい。

◆��予約のお申し込みは「ねんきんダイヤル」☎０５７０－０５－４８９０までご連絡く
ださい。

　お問い合わせ　住民課　国民年金係　☎６３－０３２１（内１６５）

納めた国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です！

年金相談・お手続きの際は、ぜひご予約を！
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　８月21日（火）山村開発センターにて、創作竹細工「工房牧さん」の牧寺さんを講師
にお迎えし、夏休み子ども竹細工教室を開催
しました。
　村内小学１年生から６年生の22名の参加
があり、講師に用意していただいた材料の竹
と、平やすり・三角やすりなどの道具を利用
し、「くわがた」の竹細工を作りました。

　子どもたちは、竹細工の良さを伝えようと
熱心に指導される講師の話を注意深く聞きな
がら、初めて使う道具を上手に使い、一生懸
命に作業をしていました。
　思った以上に竹は固く「くわがた」の胴体
や角を削る作業はとても大変でしたが、初め
て挑戦し完成した自分の「くわがた」にとて
も満足な様子でした。

平成30年度「夏休みこども竹細工教室」を開催しました！

１、2年生は平やすりが少し難しい
ので、紙やすりも利用しました。

自分の作品を持って、みんなで記念撮影。
講師の牧寺さん、有難うございました！
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　10月15日（月）から21日（日）までの１週間は行政相談週間です。
　登記、道路、郵便、年金、保険など、国や県・役場の仕事について、わからない
こと、困っていることがありましたら、行政相談委員が開催する行政相談所でお気
軽にお尋ねください。相談は無料で、秘密は厳守します。

＜行政相談委員が開催する行政相談所＞
　日　時：10月23日（火）　午後１時30分～午後４時
　場　所：ふるさとセンターつどい
　相談のお相手：行政相談委員  中村　猛

　　　困ったら  一人で悩まず  行政相談
　　　　　　行政相談所を開催します

　平成30年８月26日、平成30年９月４日と
同じ経路で台風20号、21号が近畿地方を通
過しました。特に台風21号は、非常に強い
勢力を保ったまま近畿地方を直撃し、中心気
圧945ｈＰａ、最大風速60メートルと非常
に強い風を起こし、大きな被害をもたらしま
した。
　本村でも倒木による主要道の封鎖、停電な
ど暴風による被害が村内全域で発生しまし
た。今回の台風では幸い人的被害はなかった
ものの、暴風による被害にも注意しなければ
ならないことが教訓となりました。
　北角以西が停電になり、塩野地区において
は復旧するまで２日を要しました。大変不憫
な事だったと察します。
　今一度この台風を教訓に、防災対策をご確
認いただければと思います。

防災 てんかわ
第69回
◆ 台風20、21号 ◆
平成30年８月26日　台風20号

気象庁データ引用

気象庁データ引用

平成30年９月４日　台風21号
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健康福祉課だより

　天川村では平成30年４月から『自立支援型の地域ケア会議』を毎月開催して

います。主に個別ケース（困難事例や要支援からの卒業等）を２、３例話し合

い、会議の後もそれぞれの専門職が継続した関わりを持つことで課題の解決につ

なげています。また、横のつながりも強化されることによって、患者さんや利用

者さんにとってより良いサービスが提供できる仕組みとなっています。

　４月から開始して５ヶ月間で16ケースの事例検討（フォローアップを含む）

をしています。

　複数の個別事例から出た課題の中に「リハビリ専門職の不足」がありました。

今後の予定として、村外から専門職の派遣依頼をして、「介護（予防）給付事

業」「新リハビリテーション予防事業」「介護給付の適正化事業」等への関わり

を検討しています。

　これ以外にも「安否確認」や「移送」などの課題もあり、地域ケア推進会議で

話し合い、地域課題に対する資源開発や政策形成につなげていきます。

①認知症高齢者夫婦世帯ケース

②独居高齢者ケース

③下肢筋力低下にともなう外出困難ケース

地域ケア会議の現状に

ついてお知らせします

内容の一部を
ご紹介します。
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保 健 事 業 の お 知 ら せ

　臨床心理士による心の健康相談会を開催します。一人で抱えている悩みのある方、気持ちがすっき
りとせず不安のある方など、どなたにもお申込みいただけます。相談は無料で、個別相談となってお
りますので、予約制です。相談を希望される方は、下記までお申込みください。相談の内容などの秘
密は、固く守られます。この機会をぜひご利用ください。

　下記の日程で、すこやか健診を実施いたします。対象となるご家庭には別途個人通知致しますの
で、必ずお越しください。

　≪持ち物≫　母子手帳・問診票（必要事項をご記入の上必ずご持参ください）

　９月から天川村に住民票のある65歳以上の方を対象に運動機能向上教室・脳のトレーニング教室
が始まりました。両教室共に、ご参加いただいている皆さんの楽しそうな笑い声が響いています。教
室は３月まで毎週開催していますので、みなさんふるってご参加ください！！

　薬は、私たちの健康に大きく影響するものです。そのため、医薬品については医師や薬剤師などの
指示を守って、正しく使用することが大切です。医師の処方による薬、市販の薬、様々ですが「使用
期限」「使用量」「使用方法」などを守り、使用上の注意を十分に理解しましょう。 
　また、薬品は光や熱などによって品質の低下を招く恐れがあります。

　保存方法についても注意が必要です。また複数の薬を飲む場合、薬同士の
相互作用や副作用の心配があります。
　薬を日ごろから飲んでいる方は、受診の際には医師に飲んでいる薬につい
て相談する必要があります。
　医薬品が、あなたの健康に十分に役立つには、あなた自身の注意が必要で
す。疑問に思われることは、専門家に是非ご相談下さい。

心の健康相談のご案内

日　　程 受付時間 場　　所

10月４日（木） 午後１時45分～午後２時00分 ほほえみポート天川２階

すこやか健診のご案内

脳のトレーニング教室・運動機能向上教室が始まりました！

薬と健康の週間　１０月１７日～１０月２３日

◆運動機能向上教室◆
　毎週金曜日10：35～12：00に、
専門指導員の先生の下、椅子に座っ
た体操やストレッチを行います。
　体調や運動能力
に合わせて参加で
きますので、安心
してご参加くださ
い。

◆脳のトレーニング教室◆
　週に１回の教室（金曜日）参加と、毎日の自宅教
材を使って、「脳の若返り」を目指します。教室

は、お一人約30分です。
使用する教材は、簡単な
計算・読み書き・数字パ
ズルで、どなたにも気軽
に取り組んで頂けます。
※毎月500円必要です。

開催日：10月１日（月）　　　　　　会　場：ほほえみポート天川
内　容：個別相談（臨床心理士の先生お１人との相談となります。）
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閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日　(体育の日)

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集　10月の予定表

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜4：00）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

 1 月 診　　察 診　　察 心の健康相談 燃　焼

 2 火 診　　察 検 査 日  資源１

 3 水 診　　察 診　　察  

 4 木   診察（松村医師） 休　　診 すこやか健診 不　燃

 5 金 診　　察 診　　察  燃　焼

 6 土  

 7 日  

 8 月

 9 火 診　　察 検 査 日  燃　焼

 10 水 診　　察 診　　察  資源１

 11 木   診察（松村医師）   診察（西尾医師）  資源２

 12 金 診　　察 診　　察  燃　焼

 13 土  

 14 日 

 15 月 診　　察 診　　察  燃　焼

＊医師不在時は投薬はできません。薬の切れる方は早めに受診して下さい。

脳トレーニング教室
運動機能向上教室　10：35〜

脳トレーニング教室
運動機能向上教室　10：35〜

粗　大
（予約）
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閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集　10月の予定表

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜4：00）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

 16 火 診　　察 検 査 日  資源１

 17 水 診　　察 診　　察  

 18 木   診察（松村医師）   診察（西尾医師）  不　燃

 19 金 診　　察 診　　察  燃　焼

 20 土 

 21 日 

 22 月 診　　察 診　　察  燃　焼

 23 火 診　　察 検 査 日  資源１

 24 水 診　　察 診　　察  

 25 木   診察（松村医師）   診察（西尾医師）  資源２

 26 金 診　　察 診　　察  燃　焼

 27 土  

 28 日  

 29 月 診　　察 診　　察  燃　焼

 30 火 診　　察 検 査 日  資源１

 31 水 診　　察 診　　察 

見える所に貼り、ご活用下さい。

脳トレーニング教室（説明会）
運動機能向上教室　10：35〜

脳トレーニング教室
運動機能向上教室　10：35〜

粗　大
（予約）

粗　大
（予約）

粗　大
（予約）
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【申込み・問合せ先】〒638‒0431　奈良県吉野郡天川村洞川784‒32　洞川エコミュージアムセンター
　　　　　　　　　☎64‒0999　℻64‒0888
※　参加費の一部は天川村の自然を守る「山癒の里基金」に寄附させていただきます。

洞川エコミュージアムセンター洞川エコミュージアムセンター洞川エコミュージアムセンター

10月20日（土）10：00〜17：00
秋と言えば紅葉、美しい紅葉をみて秋の訪れを感じませんか？これであなたも登山にはまること
間違いなし。
【講　　師】山岳ガイド　岩本泉治さん
【集合場所】天川村役場【定　員】20名【時　間】10：00～17：00
【持ち物】弁当、水筒、帽子、タオル、雨具、歩きやすい服装、カメラ等【参加費】2,000円（小中学生半額）入浴券付

紅葉の行者還岳トレッキングツアー

　現在、胃内視鏡検診（胃カメラによる検診）を開始しております。この検診は直接医療機関にいっ
て受けていただく個別検診となっています。受診を希望される方は下記までお申込みください。
　○受　診　対　象　：　天川村に住民票をおく、50歳以上の方。
　　　　　　　　　　　　※２年に１回の受診になります。
　　　　　　　　　　　　　昨年度、受けられた方は今年度受けることができません。
　　　　　　　　　　　　　来年度の検診にて、お申込みください。
　○検　査　方　法　：　胃カメラによるがん検診
　○受　診　病　院　：　南奈良総合医療センター
　○個　人　負　担　：　２，５００円
　○申 込 み 方 法　：　ほほえみポート天川窓口へお越しください。
　　　　　　　　　　　　受診券を発行します。
　○申込み受付期間　：　平成31年２月28日まで

胃内視鏡検診のご案内

※ 受診上の注意点 ※
　★ 病院の検診体制上の関係で、１日に２人までしか胃カメラの予約を受け付けることが
　　できませんので、あらかじめご了承ください。
　★ 血液をサラサラにするお薬を服薬されている方はこちらの検診を受けることができま
　　せん。

検診や教室等の内容やお申し込みの方法、その他、疑問な点やご不明な点に
つきましては、ほほえみポート天川内保健師までお気軽にお問い合わせください。

連絡先　（☎６３－９１１０）
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◇ 

平
成
二
十
九
年
度
天
川
村
介
護
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

歳
入
決
算
額　
　

三
六
四
，
六
六
三
千
円

　

歳
出
決
算
額　
　

三
四
六
，
六
五
九
千
円

　

差
引
残
額
（
三
十
年
度
へ
繰
越
）

一
八
，
〇
〇
四
千
円

◇ 

平
成
二
十
九
年
度
天
川
村
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

歳
入
決
算
額　
　
　

三
一
，
三
〇
四
千
円

　

歳
出
決
算
額　
　
　

三
一
，
〇
三
五
千
円

　

差
引
残
額
（
三
十
年
度
へ
繰
越
）

二
六
九
千
円

◇ 

平
成
二
十
九
年
度
天
川
村
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

歳
入
決
算
額　
　

一
〇
一
，
二
九
三
千
円

　

歳
出
決
算
額　
　
　

八
八
，
五
二
五
千
円

　

差
引
残
額
（
三
十
年
度
へ
繰
越
）

一
二
，
七
六
八
千
円

可
決
事
項

予
算
に
つ
い
て

◇ 

平
成
三
十
年
度
天
川
村
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
四
号
）
に
つ
い
て

▽ 
七
七
，
八
〇
〇
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を

二
，
三
三
八
，
五
〇
〇
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

◇ 

平
成
三
十
年
度
天
川
村
国
民
健
康
保
険
事

業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

に
つ
い
て

▽ 

二
〇
〇
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を
二
四
五
，

一
一
〇
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◇ 

平
成
三
十
年
度
天
川
村
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
に
つ
い
て

▽ 

一
，
六
二
二
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を

九
〇
，
五
三
七
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◇ 

平
成
三
十
年
度
天
川
村
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
に
つ
い
て

▽ 

一
，
七
六
一
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を

三
六
八
，九
四
六
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

条
例
に
つ
い
て

◇ 

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及

び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

▽ 

村
長
の
給
与
に
つ
い
て
、
一
定
期
間
減
額

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

◇ 

天
川
村
消
防
団
の
定
員
、
任
免
、
給
与
、

服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

▽ 

条
例
定
数
と
現
有
団
員
数
に
差
が
あ
る
た

め
、
定
数
の
削
減
を
行
う
も
の
で
あ
り
ま

す
。

◇ 

天
川
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▽ 

介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
主
任
介
護
支
援
専
門
員
の
定
義
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
見
直
し

を
行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
三
十
年
第
三
回
天
川
村
議
会
定
例
会

が
、
九
月
十
日
に
召
集
さ
れ
開
会
し
ま
し

た
。
会
期
に
つ
い
て
は
九
月
十
四
日
ま
で
の

五
日
間
と
定
め
、
補
正
予
算
、
条
例
及
び
平

成
二
十
九
年
度
の
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

八
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
審
査
及
び
現
地
調

査
を
実
施
し
、
原
案
の
通
り
、
認
定
、
可

決
、
同
意
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

報
告
事
項

◇ 

平
成
二
十
九
年
度
決
算
に
基
づ
く
天
川
村

健
全
化
判
断
比
率
等
の
報
告
に
つ
い
て

▽ 

健
全
化
判
断
比
率
並
び
に
公
営
企
業
会
計

に
お
け
る
資
金
不
足
比
率
の
報
告
を
受
け

ま
し
た
。
実
質
交
際
費
比
率
並
び
に
将
来

負
担
比
率
に
つ
い
て
、
早
期
健
全
化
基
準

と
比
較
す
る
と
い
ず
れ
も
、
こ
れ
を
下
回

り
概
ね
適
正
な
状
況
で
し
た
。

認
定
事
項

決
算
に
つ
い
て　

◇ 

平
成
二
十
九
年
度
天
川
村
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

歳
入
決
算
額
二
，
四
六
五
，
九
二
二
千
円

　

歳
出
決
算
額
二
，
二
六
五
，
〇
六
九
千
円

平
成
三
十
年
第
三
回
定
例
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

　

差
引
残
額(

三
十
年
度
へ
繰
越)

　

二
〇
〇
，
八
五
三
千
円

◇ 

平
成
二
十
九
年
度
天
川
村
国
民
健
康
保
険

事
業
勘
定
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

　

歳
入
決
算
額　
　

二
八
五
，
六
九
四
千
円

　

歳
出
決
算
額　
　

二
五
九
，
〇
八
六
千
円

　

差
引
残
額(

三
十
年
度
へ
繰
越)

二
六
，
六
〇
八
千
円

◇ 

平
成
二
十
九
年
度
天
川
村
国
民
健
康
保
険

直
診
勘
定
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

　

歳
入
決
算
額　
　

一
〇
九
，
三
三
五
千
円

　

歳
出
決
算
額　
　

一
〇
七
，
五
一
八
千
円

　

差
引
残
額(
三
十
年
度
へ
繰
越)

一
，
八
一
七
千
円

◇ 

平
成
二
十
九
年
度
天
川
村
下
水
道
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

歳
入
決
算
額　
　

一
〇
一
，
九
二
四
千
円

　

歳
出
決
算
額　
　
　

九
八
，
五
六
五
千
円

　

差
引
残
額(

三
十
年
度
へ
繰
越)

三
，
三
五
九
千
円

◇ 

平
成
二
十
九
年
度
天
川
村
分
収
造
林
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

歳
入
決
算
額　
　
　
　

九
，
五
五
五
千
円

　

歳
出
決
算
額　
　
　
　

九
，
五
五
五
千
円

　

差
引
残
額
（
三
十
八
年
度
へ
繰
越
）〇

千
円
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▽
天
川
村
大
字
坪
内
一
八
一
番
地
の
一　

　

 

福
山
靜
男
氏
を
天
川
村
教
育
委
員
会
教
育

長
と
し
て
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
が
さ
れ

ま
し
た
。

一
般
質
問

最
終
日
（
十
四
日
）
に
一
般
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

◇
堀
井
議
員
の
質
問

　

 

幼
・
小
・
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ

い
て

▽ 

今
年
は
猛
暑
日
が
続
く
毎
日
で
園
児
、
児

童
、
生
徒
達
の
熱
中
症
対
策
が
大
変
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
奈
良
県
知
事
は
県
と
し

て
公
立
小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
後

押
し
す
る
た
め
、
市
町
村
に
財
政
支
援
を

実
施
す
る
方
針
を
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
本

村
に
お
け
る
実
施
計
画
及
び
財
源
の
確
保

等
に
つ
い
て
、
村
長
に
お
伺
い
し
ま
す
。

◇
村
長
答
弁

　

 　
今
年
の
夏
は
近
年
に
な
い
猛
暑
日
が
続

き
、
本
村
で
も
７
月
、
特
に
夏
期
休
業
に

入
る
前
か
ら
三
十
度
を
超
え
る
日
々
が
続

き
ま
し
た
。
夕
立
も
少
な
か
っ
た
よ
う
記

憶
し
ま
す
。
ま
た
連
日
、
熱
中
症
注
意
の

警
告
が
携
帯
に
着
信
さ
れ
た
り
、
ニ
ュ
ー

ス
で
も
放
送
さ
れ
、
屋
外
で
の
運
動
禁
止

が
勧
告
さ
れ
て
お
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

 　
こ
の
猛
暑
日
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
統

合
中
学
校
整
備
時
に
も
懸
念
、
検
討
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
小
中
一
貫
教
育
の
推
進

に
併
せ
て
、
施
設
、
教
育
教
材
等
の
教
育

環
境
整
備
に
つ
い
て
配
慮
す
る
よ
う
指
示

を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

 　
質
問
の
エ
ア
コ
ン
、
空
調
設
備
で
あ
り

ま
す
が
、
幼
児
、
児
童
、
生
徒
の
快
適
な

環
境
整
備
の
た
め
に
は
、
幼
稚
園
、
小
学

校
、
中
学
校
の
教
室
、
特
別
支
援
室
、
職

員
室
等
を
国
の
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付

金
を
活
用
し
、
来
年
度
三
十
一
年
度
に
実

施
す
る
よ
う
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

 　
県
の
財
政
支
援
で
す
が
、
こ
の
九
月
の

県
議
会
で
予
算
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
概

要
は
小
中
学
校
の
普
通
教
室
に
お
け
る
国

庫
補
助
対
象
の
空
調
設
備
整
備
で
、
補
助

金
や
起
債
の
交
付
税
算
入
分
を
、
除
い
た

地
方
負
担
分
の
四
分
の
一
を
補
助
す
る
も

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

 　
国
・
県
補
助
金
、
地
方
債
等
の
有
利
な

財
源
を
活
用
し
て
事
業
実
施
で
き
る
よ
う

す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
堀
井
議
員
の
質
問

　

 　
三
十
一
年
度
か
ら
補
助
金
等
を
頂
き
な
が

ら
、
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
お
聞
き
し
ま
し

た
。
一
日
も
早
い
時
期
に
施
工
さ
れ
る
こ
と

を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
昨
日
か
ら
県
議

会
の
方
も
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
県
議
会
で

は
、
市
町
村
の
財
政
支
援
に
九
億
円
余
り
予

算
計
上
し
て
予
算
対
応
さ
れ
る
見
込
み
で
、

補
助
対
象
に
な
ら
な
い
他
の
教
室
等
や
園
児

の
通
う
幼
稚
園
、
ま
た
、
保
育
所
等
も
毎
日

使
用
す
る
、
教
室
、
特
に
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
等

は
、
特
に
熱
が
こ
も
っ
て
暑
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
検
討
さ
れ
て
、
改
善
さ
れ
ま
す
こ
と

を
、
お
願
い
し
ま
し
て
、
私
の
質
問
は
終
わ

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇ 

天
川
村
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

▽ 

厚
生
労
働
省
令
「
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
の
基
準

等
に
関
す
る
基
準
」
の
改
正
に
伴
い
、
所
要

の
見
直
し
を
行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

◇ 

天
川
村
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並

び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な

支
援
の
方
法
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▽ 

厚
生
労
働
省
令
「
指
定
介
護
予
防
支
援
等

の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防

支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果

的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
」
の
改

正
に
伴
い
、
所
要
の
見
直
し
を
行
う
も
の

で
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
に
つ
い
て

◇ 

天
川
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
一
部

変
更
に
つ
い
て

▽ 

平
成
二
十
八
年
か
ら
三
十
二
年
の
過
疎
自

立
促
進
計
画
を
一
部
変
更
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。

　

 

今
回
は
、
夏
イ
チ
ゴ
事
業
、
フ
グ
養
殖
事
業

な
ど
の
計
画
の
変
更
を
す
る
も
の
で
す
。

◇ 

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計

画
の
策
定
に
つ
い
て

▽ 

今
回
は
、
庵
住
公
衆
ト
イ
レ
整
備
事
業
、

天
和
鉱
山
登
山
道
整
備
事
業
、
西
部
地
区

活
性
化
事
業
な
ど
を
計
画
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

◇ 

南
和
広
域
衛
生
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

▽ 

南
和
広
域
衛
生
組
合
か
ら
高
取
町
が
脱
退

す
る
こ
と
に
伴
い
、
組
合
議
員
の
定
数
及

び
副
管
理
者
の
減
員
並
び
に
組
合
町
村
が

負
担
す
る
負
担
金
の
割
合
に
つ
い
て
、
同

組
合
規
約
に
所
要
の
変
更
を
行
い
た
め
で

あ
り
ま
す
。

◇ 
南
和
広
域
衛
生
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
減
少
に
伴
う
財
産
処
分
に

つ
い
て

▽ 

南
和
広
域
衛
生
組
合
か
ら
高
取
町
が
脱
退

す
る
こ
と
に
伴
い
、
同
組
合
の
財
産
処
分

に
つ
い
て
、
精
算
方
法
等
を
定
め
る
た
め

で
あ
り
ま
す
。

同
意
事
項

◇ 

天
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽ 

天
川
村
大
字
九
尾
九
十
五
番
地
の
一

　

 

中
村
猛
氏
を
天
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
の
委
員
と
し
て
選
任
す
る
こ
と
に

同
意
が
さ
れ
ま
し
た
。

◇ 

天
川
村
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
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※�平成29、30年度の２ヶ年にわたり継続する事業に
ついて、平成30年度に予算を繰り越しました。
　（歳出繰越額：１億1,373万円）

総 務 費 3億6,659万 （16.18%）
民 生 費 3億5,657万 （15.74%）
公 債 費 2億7,448万 （12.12%）
土 木 費 2億5,056万 （11.06%）
教 育 費 2億835万 （9.20%）
衛 生 費 1億7,742万 （7.83%）
諸 支 出 金 1億5,756万 （6.96%）
農 林 水 産 業 費 1億4,067万 （6.21%）
消 防 費 1億1,673万 （5.15%）
商 工 費 9,650万 （4.26%）
災 害 復 旧 費 7,584万 （3.35%）
議 会 費 4,376万 （1.93%）
労 働 費 3万 （0.00%）
予 備 費 （0.00%）

合 計 22億6,507万 （100.00%）

※�万円未満は四捨五入しています

地方交付税
13億4,324万円
（54.47%）村債

2億4,155万円
（9.80％）

国庫支出金
2億1,485万円
（8.71％）

繰越金
2億6,206万円
（10.63％）

村税
1億7,147万円
　　（6.95％）

　総務費
3億6,659万円
（16.18％）

　民生費
　3億5,657万円
（15.74％）

　　教育費
2億835万円
（9.20％） 土木費

2億5,056万円
（11.06％）

　　衛生費
1億7,742万円
（7.83％）

　公債費
2億7,448万円
　（12.12％）

農林水産業費
1億4,067万円
（6.21％）
　諸支出金
1億5,756万円
　（6.96％）

予備費（0.00％）

労働費
3万円（0.00％）

地方交付税
13億4,324万円
（54.47%）村債

2億4,155万円
（9.80％）

県支出金
9,522万円
（3.75％）

その他
1億3,915万円
（5.69%）

国庫支出金
2億1,485万円
（8.71％）

繰越金
2億6,206万円
（10.63％）

村税
1億7,147万円
　　（6.95％）

商工費
9,650万円（4.26％）

　総務費
3億6,659万円
（16.18％）

消防費
1億1,673万円
（5.15％）

　民生費
　3億5,657万円
（15.74％）

　　教育費
2億835万円
（9.20％） 土木費

2億5,056万円
（11.06％）

　　衛生費
1億7,742万円
（7.83％）

　公債費
2億7,448万円
　（12.12％）

災害復旧費
7,584万円（3.35％）

農林水産業費
1億4,067万円
（6.21％）

議会費
4,376万円（1.93％）

　諸支出金
1億5,756万円
　（6.96％）24億6,592

万円

歳　入
22億6,507
万円

歳　出

≪一般会計の内訳≫

歳入　24億6,592万1,610円 歳出　22億6,506万8,806円

平成29年度　一般会計決算

歳入　24億6,592万1,610円 歳出　22億6,506万8,806円

地 方 交 付 税 13億4,324万 （54.47%）
繰 越 金 2億6,206万 （10.63%）
村 債 2億4,155万 （9.80%）
国 庫 支 出 金 2億1,485万 （8.71%）
村 税 1億7,147万 （6.95%）
県 支 出 金 9,255万 （3.75%）
諸 収 入 4,181万 （1.70%）
地 方 消 費 税 交 付 金 2,679万 （1.09%）
使 用 料 及 び 手 数 料 2,483万 （1.01%）
繰 入 金 1,735万 （0.70%）
地 方 譲 与 税 1,262万 （0.51%）
寄 付 金 454万 （0.18%）
自動車取得税交付金 416万 （0.17%）
財 産 収 入 367万 （0.15%）
分 担 金 及 び 負 担 金 202万 （0.08%）
株式等譲渡所得割交付金 107万 （0.04%）
配 当 割 交 付 金 106万 （0.04%）
利 子 割 交 付 金 28万 （0.01%）
地 方 特 例 交 付 金 1万 （0.00%）

合 計 24億6,592万 （100.00%）
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平成29年度 天川村各会計歳入歳出決算審査

　審査の意見（抜粋）

　平成29年度一般会計決算は歳入が2,465,921,610円で歳出は2,265,068,806円となっており200,852,804円の黒字
決算となっている。
　歳入では、全体で26.1％の減収となっており、村民税、固定資産税、軽自動車税などの収納率が低下して
おり、自主財源の少ない本村にとって収納率向上に向けた積極的な取り組みを期待する。そのため従前よ
り、担当部署において通知や戸別訪問をはじめ、悪質な滞納者には時に差し押さえなどの強い対応も行いな
がら、収納率向上にむけ取り組まれているものの、期待している収納率には至っていない現状である。村税
は地方財政の根幹をなすもので、自主財源の確保という観点から、また税負担の公平性を期するという観点
からも、未収金の整理解消に向けて尚一層の努力を望むものである。
　歳出では、全体で26.3%の減額となっている。役場庁舎の耐震改修工事が終了したことや南日裏定住促進住
宅の完成など平成27年度から28年へ繰り越された予算規模の大きい事業が完了したことなどにより、29年度
では財政的な落着きを取り戻し、通常規模に近い決算額となっている。執行状況をみると災害関連では、林
道殿野坪内線災害復旧３号箇所、林道大谷線法面復旧工事が実施されていた。安心安全対策として、村内８
箇所への防犯カメラの設置や、南日裏治山事業、籠山橋の長寿命化対策事業、村道７路線の道路、側溝改修
が行われていた。地域活性化への取組みとしては、観光振興と林業活性を柱に各種事業が展開されていた。
観光振興では、西部地区拠点施設「てんかわ天和の里」の周辺施設整備として天和鉱山道の整備が行われて
いた。また、シーズン中の観光客の利便性、周遊性向上のため奈良交通路線乗継ダイヤを運行していた。こ
の他、通年観光の取り組みとして、冬期の誘客に向け、奈良県やＪＲ、ＪＴＢなどとタイアップして洞川温
泉を中心に灯りによるディスティネーションキャンペーンが実施されていた。林業振興では、木質バイオマ
ス事業が、順調に展開されており、今後の後継者育成に向けた林業学校の取り組みも開始され、ハード・ソ
フト両面の事業が展開されていた。今後は、住宅をはじめ様々な施設への薪ボイラー普及を図り、生産増大
による雇用創出を目指してほしい。この他、子供たちに質の高い教育環境を提供するため、中学校統合が事
業化され、それに向けた施設整備事業が実施されていた。
　終わりに、７月月例監査において、村長より職員による公金官物横領事件の発覚について報告を受けた。
新村政となって３年がすぎ、行政各部門で様々な課題を捉え精力的な村づくりを展開してくれていた矢先で
あるだけに大変残念な出来事であると思う。職員の皆さんの扱うお金は公金であり、いかなる不祥事もあっ
てはならない。村において、この事件の検証と再発防止策など協議されていると思うが、その再発防止策に
村長始め職員の皆様が一丸となって取り組まれることを期待する。
　今後とも、行財政改革の更なる推進や将来を的確に予想した事業を実施し、均衡性の高い健全な財政運営
に努められ、安心安全で住みよい村づくりに向けた取り組みの継続をお願いする。

　　平成30年９月１日
　　　天川村長　車　谷　重　高　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天川村監査委員　　河　北　和　久
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天川村監査委員　　銭　谷　春　樹
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　実質赤字比率、連結実質赤字比率は各会計
ともに黒字決算のため「―」としている。
　実質公債費比率、将来負担比率ともに早期
健全化判断基準（表右側）を下回っており概
ね適正となっている。
　実質赤字比率、連結実質赤字比率は各会計
ともに黒字決算のため「―」としている。

◆ 安全・安心の村づくり
　・五色橋橋梁長寿命化事業� 49,779千円
　・村水路改修事業（ミヤノキシ谷他）� 11,199千円
　・村道改良事業（７路線）� 22,893千円
　・橋梁点検事業� 1,570千円
　・市町村治山事業（南日裏）� 7,586千円
　・防犯カメラ整備事業（村内８ヶ所）� 1,180千円
◆ くらし
　・中学校統合事業（教室・備品等）� 21,999千円
　・バス運行事業� 28,849千円
　・在宅福祉事業（給食・緊急通報）� 2,085千円
　・福祉タクシー事業� 1,148千円
　・有害鳥獣駆除事業� 5,509千円
　・火葬場整備事業� 3,496千円
◆ 地域活性化
　・林業学校� 2,417千円
　・景観形成伐採事業� 11,481千円
　・間伐促進総合対策事業� 3,292千円
　・夏いちご生産促進事業� ――千円
　・みたらい周辺開発事業� 1,991千円
　・登山道・遊歩道整備事業� 9,084千円
　・村づくり応援補助金事業� 1,421千円

項　目 金　額
村民１人あたりに
換算すると

（人口：1,424人）
平成29年度一般会計
歳出決算額 22億6,506万円 159万円

基金残高
（貯金） 18億5,036万円 130万円

地方債残高
（借金） 32億4,148万円 228万円

健全化判断比率 平成29年度 早期健全化
判断基準

① ――　％ 15.0％
② ――　％ 20.0％
③ 10.3％ 25.0％
④ 11.1％ 350.0％

実 質 赤 字 比 率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将 来 負 担 比 率

五色橋長寿命化事業

統合中学校 教室

夏いちご

林業学校

平成29年度の主要な取り組み

平成29年度決算に基づく財政健全化判断比率の審査（概要）

村の財政状況
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　こんにちは　地域おこし協力隊　板垣です。
　今回の地域おこし協力隊だよりは、地域の住民さんが行っているサロンについて
お伝えします。サロンつどい（ふるさとセンターつどい）では、主に西部地区の方
を対象として、月１回の間隔で様々な事をしています。８月には地域の方々が出演
した「大きな蕪」の演劇やサイモン踊りや炭坑節等の盆踊りを行いました。

　この夏は個人的には日中暑く、朝方は寒いという印象でした。そして人生初の盆
踊りを踊る機会を頂きまして、サロンつどいで踊ったものは大体踊れる状態になり
ました。普段の介護予防体操と盆踊りを比べて感じましたが、盆踊りもゆっくりと
した動作で、前後左右に動くので「楽しみながら」踊り、運動する事ができる種目
だと感じました。一年を通じた盆踊りも日常のハリ作りには良いのでは無いかと思
いますので　　　　?? shall we dance ??

　最後に、皆さんのやってみたい事を聞かせて頂ければ、何かしらのお手伝いをし
たいと考えています。発案の際には是非ご相談ください！
　よろしくお願いします。_(._.)_

天川村役場健康福祉課　板垣　洋　☎　６３－９１１０

天川村地域おこし協力隊だより　㉖
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お し ら せ

　

担
当　

事
業
係　

中
村

　

☎
０
７
４
２
︱
33
︱
０
８
６
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
４
２
︱
34
︱
１
２
７
９

　

簡
単
な
講
習
を
受
講
し
て
い
た
だ
く
だ
け

で
、
心
肺
蘇
生
法
【
胸
骨
圧
迫
と
人
工
呼

吸
】
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
【
電
気
シ
ョ
ッ
ク
】
の
使
用

方
法
を
習
得
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時

　

平
成
30
年
10
月
27
日
（
土
）

　

午
前
９
時
～
午
前
12
時

開
催
場
所

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合　

下
市
消
防
署

受
講
対
象　
中
学
生
以
上

受
講
費
用　
無
料

定
員　
10
名

申
込
方
法

　

 

平
成
30
年
９
月
27
日
（
木
）
～
10
月
22
日

（
月
）
ま
で
に
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。
定
員
に
達
し
次
第
募
集
を
締
め
切
り

ま
す
。

申
込
先

　

 

奈
良
県
広
域
消
防
組
合　

下
市
消
防
署
救

急
課

　

☎
０
７
４
７
︱
52
︱
２
２
９
９

異
動
は
以
下
の
通
り
に
な
り
ま
す
。

◆
主
査　
住
民
課

　

豕
瀬　

明
子
（
教
育
委
員
会
事
務
局
主
査
）

　

※
（　

）
内
は
旧
所
属
部
署
及
び
役
職

　

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
な
お
、
健
康

相
談
は
無
料
相
談
の
み
で
、
診
療
・
検
査
等

は
行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時

精
神
科
に
関
す
る
健
康
相
談

（
精
神
神
経
科
部
会
）

　

10
月
５
日
（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
前
10
時

目
の
健
康
相
談
（
眼
科
医
会
）　

　

10
月
９
日
（
火
）
午
後
２
時
～
午
後
３
時

整
形
外
科
に
関
す
る
健
康
相
談

（
整
形
外
科
部
会
）　

　

10
月
16
日
（
火
）
午
後
２
時
～
午
後
３
時

　

※
受
付
締
切
10
月
12
日
（
金
）

内
科
疾
患
に
関
す
る
健
康
相
談

（
内
科
部
会
）

　

10
月
31
日
（
水
）
午
後
２
時
～
午
後
３
時

開
催
場
所

　

奈
良
県
医
師
会
館
・
１
階

　

県
民
健
康
サ
ー
ビ
ス
室

　

（
近
鉄
大
和
八
木
駅
か
ら
北
へ
徒
歩
７
分
）

お
問
合
わ
せ
先

　

〒
６
３
４
︱
８
５
０
２

　

橿
原
市
内
膳
町
５
︱
５
︱
８

　

奈
良
県
医
師
会
各
主
催
部
会

　

☎
０
７
４
４
︱
22
︱
８
５
０
２

　

人
生
80
年
と
い
う
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、

生
涯
を
明
る
く
健
康
で
過
ご
す
こ
と
は
県
民

す
べ
て
の
願
い
で
あ
り
、
乳
幼
児
か
ら
老
人

に
い
た
る
ま
で
一
人
一
人
の
健
康
づ
く
り
を

応
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
下

さ
い
。

開
催
日
時

　

11
月
11
日
（
日
）

　

午
後
０
時
30
分
～
午
後
４
時
（
予
定
）

　

参
加
無
料

開
催
場
所

　

奈
良
県
歯
科
医
師
会
館

　

奈
良
市
二
条
町
２
丁
目
９
︱
２

　

☎
０
７
４
４
︱
33
︱
０
８
６
１

内
容

① 

歯
科
保
健
事
業
に
貢
献
し
た
団
体
お
よ
び

個
人
の
表
彰

②
歯
科
保
健
に
関
す
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

③
フ
ッ
化
物
塗
布

④
講
演
（
県
民
公
開
講
座
）

講
師
：
北
折
一

⑤
そ
の
他
歯
科
保
健
の
啓
発
に
関
す
る
こ
と

※ 

フ
ッ
化
物
塗
布
・
お
も
し
ろ
実
験
に
つ
き

ま
し
て
は
申
込
が
必
要
で
す

フ
ッ
化
物
塗
布
・
お
も
し
ろ
実
験
の
お
申
込

み・ 

フ
ッ
化
物
塗
布
（
満
３
～
12
歳
児
対
象
）

　

先
着
２
０
０
名

　

午
後
２
時
～
午
後
３
時

・ 

お
も
し
ろ
実
験
（
満
７
～
12
歳
児
対
象
）

　

先
着
30
名

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

　

 

１
名
に
つ
き
１
枚
の
「
往
復
は
が
き
」

で
、
住
所
・
電
話
番
号
・
お
子
様
の
氏

名
、
年
齢
を
ご
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
１
名
で
「
フ
ッ
化
物
塗
布
」

と
「
お
も
し
ろ
実
験
」
の
両
方
を
申
し
込

む
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
往
復
は
が
き

を
ご
使
用
下
さ
い
。
11
月
上
旬
ま
で
に
採

否
の
ご
返
信
を
致
し
ま
す
。

《
10
月
１
日（
月
）～
10
月
19
日（
金
）必
着
》

　

〒
６
３
０
︱
８
０
０
２

　

 

奈
良
市
二
条
町
２
︱
９
︱
２
奈
良
県
歯
科

医
師
会

　
 

な
ら
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル

　

 
「
フ
ッ
化
物
塗
布
」
係
ま
た
は
「
お
も
し

ろ
実
験
」
係　

宛

主
催

　

一
般
社
団
法
人
奈
良
県
歯
科
医
師
会

お
問
合
わ
せ
先

　

奈
良
県
歯
科
医
師
会
事
務
局

予
約
必
要

予
約
不
要

予
約
必
要

予
約
必
要

　

�

奈
良
県
医
師
会
の
学
術
部
会
が

行
な
う
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

　
�

平
成
30
年
９
月
１
日
付
で

　

人
事
異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

�

普
通
救
命
講
習
Ⅰ
の
開
催
に
つ

い
て

　

�

平
成
30
年
度
な
ら
歯
と
口
腔
の

健
康
づ
く
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

開
催
の
お
知
ら
せ
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I N F O R M A T I O N

　

患
者
等
搬
送
事
業
所
に
従
事
す
る
乗
務
員

の
方
に
必
要
な
応
急
手
当
に
関
す
る
知
識
及

び
技
能
の
修
得
を
目
的
と
し
た
「
患
者
等
搬

送
乗
務
員
基
礎
講
習
」
と
、
そ
の
知
識
及
び

技
能
を
適
正
に
維
持
管
理
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
「
患
者
等
搬
送
乗
務
員
定
期
講
習
」

を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

【
基
礎
講
習
】
（
２
日
間
の
受
講
が
必
要
）

開
催
日
時

　

平
成
30
年
10
月
27
日
・
10
月
28
日

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

開
催
場
所

　

 

天
理
市
富
堂
町
10
︱
３

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
天
理
消
防
署

※ 

は
じ
め
て
受
講
さ
れ
る
方
、
ま
た
は
資
格

期
限
切
れ
の
方

【
定
期
講
習
】
（
両
日
と
も
定
員
50
名
）

①
開
催
日
時

　

平
成
30
年
11
月
１
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

開
催
場
所

　

奈
良
市
防
災
セ
ン
タ
ー

　

奈
良
市
八
条
５
丁
目
４
０
４
︱
１

②
開
催
日
時

　

平
成
30
年
11
月
２
日
（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
前
12
時

開
催
場
所

　

 

香
芝
市
本
町
１
４
６
２

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
香
芝
消
防
署

※ 

平
成
28
年
度
以
降
に
基
礎
講
習
又
は
定
期

講
習
を
受
講
さ
れ
た
方
が
対
象
。
２
年
以

内
に
１
回
以
上
受
講
す
る
こ
と
で
資
格
は

継
続
さ
れ
ま
す
。

※
期
限
切
れ
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】

　

 

平
成
30
年
10
月
１
日
（
月
）
～
10
月
17
日

（
水
）

　

平
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　

 

会
場
の
都
合
上
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

【
対
象
者
お
よ
び
費
用
】

① 

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
の
認
定

を
受
け
て
い
る
患
者
等
搬
送
事
業
所
の
従

業
員

② 
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
に
患
者

等
搬
送
事
業
所
と
し
て
の
認
定
申
請
を
予

定
し
て
い
る
方
及
び
そ
の
従
業
員

③
受
講
料
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

【
申
込
方
法
】

・ 

６
ヶ
月
以
内
に
撮
影
し
た
、
脱
帽
、
正

面
、
上
半
身
の
写
真
（
横
２
．５
㎝
×
縦

３
㎝
）
を
２
枚
持
参
下
さ
い
。

・ 

最
寄
り
の
消
防
署
（
奈
良
市
、
生
駒
市
を

除
く
）
で
申
し
込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

お
問
合
わ
せ
先

・
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
下
市
消
防
署

　

救
急
課　

救
急
係

　

☎
０
７
４
７
︱
52
︱
２
２
９
９

　

遺
言
を
残
し
た
り
、
土
地
・
建
物
や
金
銭

の
賃
借
、
離
婚
に
伴
う
養
育
費
、
慰
謝
料
な

ど
に
つ
い
て
契
約
書
を
作
成
し
て
も
、
後
に

な
っ
て
そ
の
文
書
の
内
容
が
不
明
確
で
あ

る
、
要
件
を
欠
い
て
い
る
な
ど
に
よ
り
扮
そ

う
に
な
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
よ
う
な
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
書
類
を
公

正
証
書
に
し
て
お
く
と
安
心
で
す
。
特
に
金

銭
の
賃
借
や
養
育
費
の
支
払
い
な
ど
で
は
公

正
証
書
に
す
れ
ば
裁
判
を
せ
ず
に
直
ち
に
強

制
執
行
手
続
き
に
移
行
で
き
る
と
い
う
強
力

な
効
力
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
老
後
を
安
心
し
て
過
ご

せ
る
よ
う
に
遺
言
や
任
意
後
見
契
約
の
公
正

証
書
を
作
成
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
広
絵
師
証
書
は
、
法
務
大
臣
に
よ

っ
て
任
命
さ
れ
た
公
証
人
が
作
成
す
る
も
の

で
、
公
文
書
と
し
て
強
い
証
拠
力
、
執
行
力
が

認
め
ら
れ
て
お
り
、
秘
密
も
厳
守
さ
れ
、
さ
ら

に
原
本
は
公
証
役
場
で
保
存
し
ま
す
の
で
、
紛

失
・
偽
造
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

公
正
証
書
作
成
に
関
し
て
の
ご
相
談
は
無
料

で
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
い
つ
で
も
お
気
軽

に
次
の
公
証
役
場
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時

　

毎
週
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

　

午
前
９
時
～
午
前
12
時

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時
30
分

開
催
場
所
・
お
問
合
わ
せ
先

○
奈
良
県
合
同
公
証
役
場

　

〒
６
３
０
︱
８
２
５
３

　

奈
良
市
内
侍
原
町
６ 

　

奈
良
県
林
業
会
館
３
階

　

☎
０
７
４
２
︱
22
︱
２
９
６
６

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
４
２
︱
22
︱
３
０
７
５

○
高
田
公
証
役
場

　

〒
６
３
５
︱
０
０
９
５

　

奈
良
県
大
和
高
田
市
大
中
98 

　

お
が
わ
ビ
ル
２
階

　

☎
０
７
４
５
︱
22
︱
７
１
６
６

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
４
５
︱
22
︱
１
２
５
４

11
月
９
日
～
11
月
15
日

秋
期
火
災
予
防
運
動
実
施

　

統
一
標
語
「
忘
れ
て
な
い　

サ
イ
フ
に
ス

マ
ホ
に
火
の
確
認
」

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
ま
す

の
で
、
下
記
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る 

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

―
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
―

３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

・ 

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
モ
ノ
か
ら
離

れ
た
位
置
で
使
用
す
る

・ 

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き

は
、
必
ず
火
を
消
す

４
つ
の
対
策

・ 

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災

　
�

患
者
等
搬
送
乗
務
員
基
礎
講
習

及
び
定
期
講
習
の
ご
案
内

　

�

10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
「
公
証
週
間
」

で
す
大
切
な
契
約
や
遺
言
は
公
証
役
場
で

　
„
遺
言
と
任
意
後
見
で
老
後
の
安
心
設
計
を
“

　

�

秋
期
全
国
火
災
予
防
運
動
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お し ら せ

警
報
機
な
ど
を
設
置
す
る

・ 
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め

に
、
防
炎
製
品
な
ど
を
使
用
す
る

・ 
火
災
を
小
さ
い
内
に
消
す
た
め
に
、
住
宅

用
消
火
器
な
ど
を
備
え
る

・ 

お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た

め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
作
る

火
災
・
救
急
は
１
１
９

つ
い
て
い
ま
す
か
？
住
宅
用
火
災
警
報
器

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合

　

下
市
消
防
署   

天
川
分
署

　

http://www.naraksk.119.jp/

開
催
日
時
・
会
場

・
休
日
相
談
会

〈
相
談
会
①
〉

　

平
成
30
年
10
月
７
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

　

奈
良
県
橿
原
文
化
会
館

　

（
橿
原
市
北
八
木
町
３
︱
65
︱
５
）

〈
相
談
会
②
〉

　

平
成
30
年
10
月
28
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

　

王
寺
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
予
定
）

　
（
北
葛
城
郡
王
寺
町
久
度
２
︱
２
︱
１
︱
５
０
１
）

・
夜
間
相
談
会

〈
相
談
会
〉

　

平
成
30
年
10
月
11
日
（
木
）

　

午
後
６
時
30
分
～
午
後
８
時
30
分

　

奈
良
県
商
工
会
議
所

　

（
奈
良
市
登
大
路
町
36
︱
２
）

概
要

　

 

弁
護
士
、
大
学
教
授
な
ど
の
「
公
益
委

員
」
、
労
働
組
合
の
役
員
な
ど
の
「
労
働

委
員
」
、
会
社
役
員
、
企
業
経
営
者
な
ど

の
「
使
用
者
委
員
」
の
３
名
の
労
働
委
員

会
委
員
が
相
談
員
と
な
り
、
労
働
条
件
そ

の
他
労
働
関
係
に
関
す
る
相
談
（
募
集
や

採
用
な
ど
の
相
談
は
対
象
外
）
を
お
受
け

し
ま
す
。
相
談
時
間
は
１
人
30
分
程
度
。

費
用　
無
料

対 

象　
県
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
労
働
者
及

び
県
内
に
事
業
所
の
あ
る
事
業
主

お
問
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

前
回
上
と
も
に
予
約
が
必
要

　

下
記
へ
ご
連
絡
下
さ
い

　

奈
良
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
７
４
２
︱
20
︱
４
４
３
１

　

県
下
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
就
職
を
希

望
す
る
障
害
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た
就
職

面
接
会
を
開
催
し
ま
す
開
催
日
時
と
場
所
は

以
下
の
通
り
で
す
。

　

ま
た
、
面
接
会
参
加
希
望
の
方
は
、
身
体

障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
、
精
神
保

健
福
祉
手
帳
及
び
履
歴
書
（
３
通
程
度
）
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
面
接
会
の
参
加
企
業
な
ど
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
北
和
会
場
】

開
催
日
時

　

平
成
30
年
10
月
18
日
（
木
）

　

午
後
１
時
～
午
後
３
時
30
分

　

奈
良
市
三
条
宮
前
町
７
番
１
号

　

な
ら
１
０
０
年
会
館

【
中
南
和
会
場
】

開
催
日
時

　

平
成
30
年
10
月
11
日
（
木
）

　

午
後
１
時
～
午
後
３
時
30
分

　

大
和
高
田
市
幸
町
２
番
33
号

　

奈
良
県
産
業
会
館

お
問
合
わ
せ
先

　

奈
良
公
共
職
業
安
定
所 

　

専
門
相
談
第
２
部
門

　

☎
０
７
４
２
︱
36
︱
１
６
０
１
（
43
＃
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
４
２
︱
36
︱
８
０
１
１

　

大
和
高
田
公
共
職
業
安
定
所 

　

専
門
相
談
部
門

　

☎
０
７
４
５
︱
52
︱
５
８
０
１
（
43
＃
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
４
５
︱
53
︱
４
１
４
１

　

桜
井
公
共
職
業
安
定
所 

　

求
人
専
門
相
談
部
門

　

☎
０
７
４
４
︱
45
︱
０
１
１
２

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
４
４
︱
43
︱
８
６
０
９

　

下
市
公
共
職
業
安
定
所 

　

職
業
相
談
部
門

　

☎
０
７
４
７
︱
52
︱
３
８
６
７

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
４
７
︱
52
︱
０
４
０
６

　

大
和
郡
山
公
共
職
業
安
定
所 

　

求
人
専
門
相
談
部
門

　

☎
０
７
４
３
︱
52
︱
４
３
５
５

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
４
３
︱
55
︱
０
６
７
０

① ② ③ ④

　

�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
し
ょ
う
が
い
し
ゃ

就
職
面
接
会
の
ご
あ
ん
な
い

　

�

職
場
の
お
悩
み
、
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

～
休
日
・
夜
間
労
働
相
談
会
の
開
催
～
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　夏休み中、生徒たちは部活動に、学習会に、職場体験に、高校体験入学に、地域の行事に等、
本当によく頑張ってくれました。とりわけ、部活動では、７月末に行われた卓球の県総体で、
女子団体がベスト16、個人でも皿谷優弥さんが５回戦＆梶一樹君が４回戦進出、８月３日の近畿
選手権奈良県予選では中西康太君・西村一輝君・小川心葉さんが３回戦進出、８月28日の県選手
権大会では辰巳優月さんが３回戦進出を果たしました。陸上部は、県総体でそれぞれが、三段跳
び・走り幅跳び・円盤投げ・砲丸投げ・400ｍリレーで魂のこもった頑張りを披露してくれまし
た。音楽部は、７月30日に幼稚園訪問演奏を行い、今西楓鈴さんが部員一人にもかかわらず、最
高のパフォーマンスを見せてくれました。また、美術部は、７月23日に大阪にある「さをりの
森」でさをり織りの体験を行い、喜良はづきさんが素敵な布を完成させました。夏休み中の生徒
たちの頑張りに、心から「ごくろうさん」の言葉を贈ります。

天川中学校だより

充実した夏休みを過ごしました!!!
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　９月は高齢者福祉月間です。　本格的な高齢社会を迎えた今日、高齢者自らが生きがいをもち、健
康で安心して生活できる長寿社会をつくるために、村民一人一人が高齢者の問題を自分自身のものと
して身近に理解し、適切な役割を果たしていくことが必要です。
　このような趣旨のもと、９月19日に山村開発センターにおいて社会福祉大会が開催されました。

　式典は午前11時から開会し、主催者を代表して、車谷村長が「本村における65歳以上の皆さんの
人口を例にとりますと、本年８月現在で高齢化率が46.9％で、全国や奈良県と比較しますと非常に
高い割合となっており、平成37年には54.1％になると予測されています。税収入の低下や高齢者の
医療・福祉の負担増から財政維持が難しいとされ、限界自治体の目安となっている高齢化率50％を
上回り、１人成人が複数の高齢者を支えていく社会となります。
　このような状況に対応していくため、高齢化率は止める事は出来ませんが、住み慣れた地域で可能
な限り自分らしい暮らしを人生最後まで続けることが出来るよう、今年３月に老人福祉計画及び第７
期介護保険事業計画を策定し地域で取り組める施策を展開しております。
　本村の高齢化率も非常に高い状況にありますが、ここにお集まりの皆様方のお顔を拝見いたします
と、大変お元気なご様子とお見受けいたします。
　これは私どもにとりましても大変喜ばしいことであります。」と挨拶がありました。
　このあと長年に亘り社会福祉に貢献されました方に対して村長より表彰状の贈呈がありました。

表彰を受けられた方は次のとおりです。
　◎老人クラブ連合会
　　洞川　大　田　桂　子　様
　　中越　中　西　泰　彦　様
　　沢谷　小　林　カヅヨ　様
　　庵住　上　西　美智代　様
　◎ボランティアやすらぎの会
　　坪内　大　前　房　雄　様
　◎ボランティアこまどり
　　洞川　丸　谷　珙　子　様

社会福祉大会開催
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　続いて来賓祝辞では、今西　勉村議会議長、大山社会福祉協議会会長がお祝いのことばを述べられ
ました。最後に、鶴岡老人クラブ連合会会長が謝辞を述べられ式典が終了しました。

　午後からは、老人クラブ連合会による歌謡ショー及びプロによる津軽三味線の演奏と漫才を観賞
し、楽しい一時を過ごしていただきました。社会福祉大会にご参加いただきました皆様、ありがとう
ございました。
　健康に気をつけられまして、お過ごしください。　
　そして来年もお元気で、この大会にご参加下さることをお待ちしております。

　去る、９月19日には山村開発センターにおいて老人クラブ連合会創立50周年記念式典が開催され
ました。

　式典は午前10時から開会し、主催者を代表して鶴岡連合会長が挨拶を行い、引き続き、長年に亘
り老人クラブの発展に貢献された方及び高齢者福祉に貢献された団体に対して会長より感謝状の贈呈
がありました。
　また、来賓祝辞では車谷重高村長、今西勉村議会議長、角谷甚四郎区長連合会長、山岡繁之吉野郡
老人クラブ連合会長から暖かいお祝いを述べられ、最後に中山連合会長より閉会のことばが述べられ
式典が終了しました。

表彰を受けられた方は月の通りです。
(個人)
　洞　川　菊谷キクヱ　様
　川　合　森田　倉造　様
　　〃　　樋口龍之典　様
　南日裏　奥田　伍郎　様

坪　内　水口　義文　様
栃　尾　弓場　文雄　様
庵　住　岡下　清作　様

(団体)
ボランティア　　こまどり
塩野ボランティグループ「あじさい」
ボランティア　　ひまわり
天川村グラウンドゴルフ協会
天川村　ひな祭りの会

天川村老人クラブ連合会創立50周年記念大会開催
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人口　1,424人（－６） 男　677人（－３） 女　747人（－３） 世帯数　675戸（±０）

70.87トン	　前月比： 65.27％　	前年同月比： 98.04％ 6.11トン	　前月比： 55.32％　	前年同月比：105.56％

7.75トン	　前月比： 77.16％　	前年同月比：128.65％ 1.89トン	　前月比：105.82％　	前年同月比：149.21％

10
月
の
出
来
事

と
体
育
の
日

　
９
月
に
入
り
、
厳
し
い
暑
さ
も
少
し
は
落
ち
着
い
て
く
れ
る
事
を
祈
る
ば
か
り
で
す
が
、
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で

10
月
に
入
り
、
山
の
紅
葉
等
、
秋
ら
し
い
雰
囲
気
が
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。
色
づ
く
植
物
以
外
に

も
、
旬
の
食
材
や
冬
に
向
け
た
衣
類
等
、
秋
を
感
じ
さ
せ
る
商
品
が
様
々
に
店
舗
に
並
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。
夏

の
暑
さ
も
落
ち
着
き
、
風
景
も
鮮
や
か
で
登
山
等
の
行
楽
に
も
良
い
季
節
で
す
が
、
今
年
は
災
害
が
多
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
村
内
・
村
外
問
わ
ず
山
道
や
遊
歩
道
等
の
状
態
に
は
気
を
つ
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
楽
し
む
た
め
に
こ

そ
、
準
備
は
怠
ら
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

10
月
に
も
村
内
で
は
各
種
行
事
、
神
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
天
河
大
辨
財
天
社
で
は
17
日
に
は
重
陽
（
ち
ょ
う
よ
う
）

の
節
句
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。
重
陽
の
節
句
祭
は
９
月
９
日
を
指
し
ま
す
が
、
８
月
に
あ
っ
た
七
夕
祭
と
同
様
今
年
は
17

日
が
旧
暦
の
９
月
９
日
に
あ
た
る
た
め
、
天
河
大
辨
財
天
社
で
は
旧
暦
に
則
り
こ
の
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
14

日
に
は
龍
泉
寺
に
て
、
八
大
龍
王
大
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
ち
ら
で
は
大
般
若
転
読
法
要
、
民
芸
奉
納
、
柴
燈
大
護
摩

供
（
さ
い
と
う
だ
い
ご
ま
く
）
、
火
渡
り
と
い
っ
た
祭
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
10
月
に
は
祝
日
の
一
つ
と
し
て
、
８
日
に
体
育
の
日
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
日
の
趣
旨
は
祝
日
法
の
上
で
は
、

「
ス
ポ
ー
ツ
に
し
た
し
み
、
健
康
な
心
身
を
つ
ち
か
う
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
元
々
は
１
９
６
４
年
に
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
開
会
式
が
開
催
さ
れ
た
、
10
月
10
日
に
あ
っ
た
祝
日
で
す
が
、
２
０
０
０
年
に
施
行
さ
れ
た
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン
デ

ー
制
度
に
よ
り
、
現
在
は
10
日
固
定
で
は
な
く
、
10
月
の
第
２
月
曜
日
と
い
う
流
動
的
な
祝
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
に
と
っ
て
の
最
大
の
祭
典
の
一
つ
で
あ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
由
来
で
あ
る
祝
日
で
あ
り
、
こ
の
時
期
は
運
動
会
が

行
わ
れ
る
こ
と
が
全
国
的
に
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
駅
伝
の
中
で
も
有
名
な
、
出
雲
全
日
本
大
学
選
抜
駅
伝

競
走
も
伝
統
的
に
体
育
の
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
現
在
で
は
よ
り
涼
し
い
時
期
に
等
の
理
由
で
、
運
動
会
は
別

の
時
期
に
と
い
う
学
校
も
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
の
象
徴
と
も
言
え
る
体
育
の
日
で
す
が
、

２
０
２
０
年
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
会
式
に
合
わ
せ
て
、
特
例
的
に
７
月
に
移
さ
れ
、
海
の
日
と
合
わ
せ
て
の
四
連

休
と
な
り
ま
す
、
ま
た
、
そ
の
際
に
祝
日
と
し
て
の
名
前
も
「
体
育
の
日
」
か
ら
、
「
ス
ポ
ー
ツ
の
日
」
へ
と
改
め
ら

れ
、
意
義
も
「
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
他
者
を
尊
重
す
る
精
神
を
つ
ち
か
う
と
と
も
に
、
健
康
で
活
力
あ
る
社
会
の
実

現
を
願
う
」
と
な
り
ま
す
。
理
由
と
し
て
は
、
体
育
と
い
う
と
学
校
の
体
育
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
た
め
、

世
界
的
に
用
い
ら
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
言
葉
を
使
う
方
が
望
ま
し
い
か
ら
と
い
っ
た
こ

と
が
あ
る
よ
う
で
す
。
馴
染
み
深
い
名
前
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
は
少
し
寂
し
く
も
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
機
会
に
体
を
動
か
す
何
か
を
初
め
て
見
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。


